
 

 

 

２０１９年９月３０日 
南海電気鉄道株式会社 

 

 

 
 
   
 
 
 
 
 

 

 

南海電気鉄道株式会社(社長：遠北 光彦、以下「南海電鉄」)では、高野山と高野山麓エリア（橋

本駅～極楽橋駅）への来訪者層の拡大と回遊性向上を目指して、参詣道歩きの拠点として整備する

ため、２０１９年６月から、九度山駅と高野下駅の駅舎改修工事を実施しています。 

このたび、九度山駅に開設するおにぎりスタンド「くど」、高野下駅に開設する駅舎ホテル

「NIPPONIA HOTEL 高野山 参詣鉄道 Operated by KIRINJI」の開業日が、２０１９年１１月２日

（土）に決定しましたので、お知らせします。 

また、両施設の開業を記念し、１０月２日(水)の「ふもとマルシェ in なんば」を皮切りとして

開業日以降に現地やその周辺で各種イベントを展開する、オープニングイベント「高野ふもとフェ

スタ」を九度山町等の協力を得て開催します。さらに、駅舎ホテルの開業日の無料宿泊権などが当

たるキャンペーンを実施します。 

詳細は、別紙のとおりです。 

  

 

 

 

 

 

 

 九度山駅 おにぎりスタンド「くど」 

高野下駅 駅舎ホテル「NIPPONIA HOTEL 高野山 参詣鉄道 Operated by KIRINJI」 

①両施設とも、開業日が２０１９年１１月２日（土）に決定！  

②オープニングイベント「高野ふもとフェスタ」を開催します！ 

③駅舎ホテルの宿泊が当たるキャンペーンを実施します！ 

「くど」のおにぎり（イメージ）  高野ふもとフェスタ ロゴ 



別 紙 

１．九度山駅 おにぎりスタンド「くど」について 

(1)施設概要 

①名  称 くど  ※「おくどさん」(京ことばで「かまど」)と「九度山」を組み合わせて命名 

②開 業 日 ２０１９年１１月２日（土） 

③所 在 地 和歌山県伊都郡九度山町大字九度山１２３番地２ 

④店舗面積 約１４６㎡ 

⑤営業時間 ６時３０分～１８時  ※12 月以降変更可能性あり 

⑥定 休 日 月曜日   ※12 月以降変更可能性あり 

⑦価 格 帯 おにぎり １５０円／個～５００円／個程度 

⑧席  数 ３７席（改札内２２席、改札外１５席） 

⑨運営会社 株式会社海南社 

 

(2)特  徴 

 ＜厨房・メニュー＞ 

 ・ホームから見える厨房に“かまど”を３台設置し、かまどで炊いた「おにぎり」を提供しま

す。 

・おにぎりのご飯には、九度山町産のこしひかりや高野町産の紫黒米を使用します。また、和

歌山県産のぶどう山椒を漬け込んだ醤油をつけて握ったおにぎり、勝浦漁港で水揚げされた

漬けまぐろを使用し、旧真妻村（和歌山県日高郡印南町）発祥の真妻わさびの葉でくるんだ

おにぎりなど、九度山や和歌山らしさを感じられるメニューを提供します。 

・通勤・通学などで九度山駅を利用される方向けに、定額で毎日おにぎりが食べられる「おに

ぎり定期」サービス（仮称）を実施します。 

  ・九度山と同じ真田ゆかりの地である岩櫃（群馬県吾妻町）の名物「炭酸饅頭」を、かまどで

作って提供します。 

    

 

  ＜飲食スペース＞ 

・商品は、改札内外どちらからでも購入でき、イートインとテイクアウトができます。 

・改札外の飲食スペースは駅舎内に、改札内の飲食スペースは駅舎横の倉庫をリノベーション

して設置します。 

・改札内の飲食スペースの内装には、当社で１９７０年頃から活躍し、２０１９年６月に引退

した７１００系のパーツ（車両の扉、網棚、窓など）や、２０１９年３月まで運輸指令で使

用されていたＣＴＣ（列車遠隔制御装置）の連動盤、１９５７～６１年頃に制作され難波駅

に設置されていたレトロな「沿線案内図」を活用します。 

かまど（イメージ） かまどで作る炭酸饅頭（イメージ） 



＜展望デッキ＞ 

・列車と九度山のまちなかの景色の両方が眺められる展望デッキを、新たにホームに隣接して

整備します。 

 

(3)販売商品（季節や仕入れ状況により販売内容を変更します。） 

「くど」では、飲食の提供だけでなく、物販も行います。 

 ①飲  食 

 おにぎり、炭酸饅頭、和歌山県産の１００％フルーツジュース、酒蔵「平和酒造」

（和歌山県海南市）の作る地酒・地ビール、甘酒、かき氷など 

②物  販 

・本のセレクトショップ「BOOkS+kotobanoie」(兵庫県川西市)が、「くど」のためにセ

レクトした本や雑誌 

・和紙専門店「紙舗 直」(東京都文京区)が販売する手漉き紙の便箋と葉書 

・和歌山県の陶芸家が作る汽車土瓶（南海電鉄の２代目社章をデザインに使用） 

 

２．高野下駅 駅舎ホテル「NIPPONIA HOTEL 高野山 参詣鉄道 Operated by KIRINJI」について 

(1)施設概要 

①名   称 NIPPONIA HOTEL 高野山 参詣鉄道 Operated by KIRINJI 

     (ニッポニアホテル 高野山 参詣鉄道 オペレーテッド バイ キリンジ) 

②開 業 日 ２０１９年１１月２日（土） 

        ※２ベッドルームのみが開業。１ベッドルームは１２月開業予定。 

③所 在 地 和歌山県伊都郡九度山町大字椎出８番地１ 

④駅舎総面積 約１６５㎡ 

⑤客 室 数 ２室(２ベッドルーム：４４．９２㎡、１ベッドルーム１７．４３㎡)  

⑥収 容 人 数 ２ベッドルーム：４人、１ベッドルーム：２人 

⑦宿 泊 料 金 ２ベッドルーム：32,000 円～（1室料金） 

１ベッドルーム：18,000 円～（1室料金） 

※朝食・夕食なし 

※時季によって変動するため、客室あたりの最低宿泊料金を記載 

  ⑧予 約 方 法 １０月中旬からプレセール（事前予約）を開催する予定です。詳細は運営会社

ＷＥＢサイトでご案内します。 

          ＵＲＬ：https://the-exp.jp/region/koyashita 

   ⑨運 営 会 社 株式会社キリンジ 

 

(2)特  徴 

 ・のどかな自然に囲まれた客室から、駅の真下を流れる川のせせらぎや、列車の往来を楽しむ

ことができます。 

  ・内装に、当社で１９７０年頃から活躍し、２０１９年６月に引退した７１００系のパーツ

（２ベッドルーム：車両の扉、網棚、座席、つり革、無線受話器など、１ベッドルーム：運

転台のメーター・椅子、無線受話器など）を活用します。 

  ・「くど」や九度山エリアのお店で食事をとっていただけるよう、高野下駅～九度山駅の往復 

きっぷを提供します（宿泊１名様につき往復１回分）。 



  ・施設運営業務の一部（清掃等）は、地元の方の協力を得て実施します。 

 

 

 

 

 

３．今後の予定について ※詳細は後日、あらためてお知らせさせていただきます。 

 ・開業日当日に、オープニングセレモニーの開催を計画しております。 

   日時：２０１９年１１月２日（土）１２時～１２時３０分、会場：九度山駅 

 

４．特設サイト「高野山とふもと」の開設について 

 ２０１９年９月３０日(月)１４時から、特設サイト「高野山とふもと」を開設します。 

  ＵＲＬ：https://otent-nankai.jp/contents/koyafumoto/ 

 

５．オープニングイベント「高野ふもとフェスタ」について 

 両施設の開業を記念し、九度山町をはじめ、高野山麓エリアの活性化に共感いただいた地元住

民の方々や企業・団体などのご協力のもと、オープニングイベント「高野ふもとフェスタ」を開

催します。 

 各イベントに関する詳細は、特設サイト「高野山とふもと」(ＵＲＬ：https://otent-

nankai.jp/contents/koyafumoto/)をご覧ください。 

 

(1)ふもとマルシェ in なんば 

 ①日  時 ２０１９年１０月２日（水）１１時～２０時 

 ②場  所 難波駅２階中央改札前イベントスペース 

 ③内  容 高野山のふもとのおいしいものが、なんばに集合！１１月オープン予定の「く

ど」で販売する手漉き紙の便箋・葉書も先行販売します。 

 

(2)ふもとマルシェ in 九度山 

 ①日  時 ２０１９年１１月２日（土）～４日（月）１１時～１６時 

 ②場  所 九度山駅前 

 ③内  容 「くど」オープンを記念して、柿の里・九度山の旬の柿を販売！グルメブース

や射的などのお子さま向け屋台も、日替わりで出店します。 

 

 

 

 

２ベッドルーム イメージパース パーツを活用する７１００系 



(3)天空の柿園ハイキング 

 ①日  時 ２０１９年１１月２日（土）、４日（月）１０時～１３時（集合：９時４５分） 

 ②場  所 九度山駅～天空の柿園～高野下駅（集合：九度山駅） 

 ③内  容 「天空の柿園」で九度山の誇る富有柿狩り付きのハイキング！山歩き初心者で

も楽しんでいただけます。駅舎ホテル見学付き。 

 ④料  金 １，５００円（柿２個・真田デザインの袋付き、保険料込み） 

 ⑤募集人数 ３０人／日  ※最少催行人員２０人 ※応募多数の場合抽選 

 ⑥申込方法 特設サイト「高野山とふもと」(ＵＲＬ：https://otent-

nankai.jp/contents/koyafumoto/)から、２０１９年１０月１４日（月）２３：

５９までにお申込みください。 

 

(4) 駅舎ホテル見学付き プチ鉄道ギャラリーガイド in 高野下 

 ①日  時 ２０１９年１１月４日（月）１１時３０分～１５時 

※各回４５分を全４回開催。 

 ②場  所 高野下駅 

 ③内  容 歴史を感じる保線作業用具や橋梁の銘板などを、南海電鉄社員が解説します。

駅舎ホテル見学と合わせて、鉄道ファン必見！ 

 ④料  金 無料 

 ⑤募集人数 ２０人／回  ※応募多数の場合抽選 

 ⑥申込方法 特設サイト「高野山とふもと」(ＵＲＬ：https://otent-

nankai.jp/contents/koyafumoto/)から、２０１９年１０月１４日（月）２３：

５９までにお申込みください。 

 

(5)地元ガイドと歩く 竜王渓＆槇尾道トレッキング 

 ①日  時 ２０１９年１１月９日（土）・１０日（日）１２時～１６時（集合：１１時４５分） 

 ②場  所 九度山駅～高野下駅～旧白藤小学校（集合：九度山駅） 

 ③内  容 地元ガイド付きで、竜王渓ハイキングコースと高野山への参詣道として栄えた

「槇尾道」を歩きます。山歩き好きな方向け。途中、駅舎ホテル見学付き。 

 ④料  金 １，０００円（おみやげ付き、保険料込み） 

 ⑤募集人数 ３０人／日  ※最少催行人員２０人 ※応募多数の場合抽選 

 ⑥申込方法 特設サイト「高野山とふもと」(ＵＲＬ：https://otent-

nankai.jp/contents/koyafumoto/)から、２０１９年１０月１４日（月）２３：

５９までにお申込みください。 

 

(6)くど×Orange ジビエＢＢＱ in 九度山 

 ①日  時 ２０１９年１１月９日（土）・１０日（日） １１時～１５時 

 ②場  所 九度山駅 

 ③内  容 「くど」がこの日のために特別に用意したジビエ肉など地元食材と、アウトド

アショップ「Orange」(和歌山県伊都郡かつらぎ町)セレクトの機材や特製スパ

イスでＢＢＱ！テント展示や餅つきの実演・お汁粉のふるまい（１４時～）も

あり（ＢＢＱは「くど」で対象商品を購入された方に提供、お汁粉は無料。全

てなくなり次第終了）。 



 

(7) ふもとマルシェ in 紀伊神谷 

 ①日  時 ２０１９年１１月９日（土）・１０日（日） １１時～１７時 

 ②場  所 旧白藤小学校（紀伊神谷駅から徒歩 15 分） 

 ③内  容 自然に囲まれた廃校で、「珈琲焙煎研究所」(大阪府大阪市)のコーヒーや地元

のおいしいものを味わいながら、都会の喧噪から離れたひとときを満喫してく

ださい。 

 

６．「NIPPONIA HOTEL 高野山 参詣鉄道 Operated by KIRINJI」開業記念キャンペーン   

駅舎ホテル「NIPPONIA HOTEL 高野山 参詣鉄道 Operated by KIRINJI」の開業を記念し、同ホ

テルでの無料宿泊権などが当たるキャンペーンを実施します。 

キャンペーンに関する詳細は、運営会社公式 LINE＠アカウント"the EXPerience"(ＵＲＬ：

https://line.me/R/ti/p/@389dfliu)をご覧ください。 

①応募締切 ２０１９年１０月６日（日） ２３：５９ 

②内  容 運営会社である株式会社キリンジのＳＮＳアカウント（Twitter、Facebook、

Instagram）のいずれかをフォローしたうえで、同社のキャンペーン投稿をシェ

アした方の中から、開業日（２０１９年１１月２日）の無料宿泊権などが当たり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

【参考②】ＮＯＴＥとの関係について 

  南海電鉄とＮＯＴＥは、２０１８年９月に南海電鉄が所有する駅舎、周辺の歴史的資源、特産物などを活か

した観光振興を積極的に推進することなどを通じて、高野山麓エリアの地域活性化を推進していくことを目的

に包括連携協定を締結しています。今回の駅舎活用は、同協定に基づき実施する取組みです。 

【参考①】NIPPONIA について 

  NIPPONIA は、株式会社ＮＯＴＥ(代表取締役：藤原 岳史、以下「ＮＯＴＥ」)の「なつかしくて、あたらし

い、日本の暮らしをつくる。」というテーマの下で、歴史的建築物の活用を起点に、その土地の歴史文化資産を

尊重したエリアマネジメントと持続可能なビジネスを実践する取り組みです。各地に点在して残されている古

民家等の歴史的資源を、その歴史性を尊重しながら宿泊施設や飲食店、または店舗としてリノベーションを行

い、その土地の文化や歴史を実感できる施設として再生しています。NIPPONIA HOTEL はその取組みの中で、そ

の土地の歴史や文化を体感できるホテルとして冠するブランドです。 

  詳細は同社が本日発行するプレスリリースをご参照ください。 

  ＵＲＬ：https://team.nipponia.or.jp/news_release/1013/ 


